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研究・研修課題名 
救急認定薬剤師の資格更新および新規取得に係る必修研修会への

参加 

研究・研修組織名（所属） 島根大学医学部附属病院・薬剤部 

研究・研修責任者名（所属） 狩野園子（薬剤部） 

研究・研修実施者名（所属） 狩野園子，中島瑠南（薬剤部） 

 

成果区分 
□学会発表 □論文掲載 ■資格取得 □認定更新 □試験合格 

■単位取得 □その他の成果（                             ） 

該当者名(所属) 狩野園子，中島瑠南（薬剤部） 

学会名(会期・場所)、認定名等 ① 第 25 回日本臨床救急医学会総会・学術集会 

（狩野園子，中島瑠南） 

会期：2022 年 5 月 25 日～27 日 （ハイブリッド開催） 

認定名（単位取得）：救急認定薬剤師 

② 2022 年度救急認定薬剤師講習会（狩野園子，中島瑠南） 

会期：2022 年 9 月 10 日（Web 開催）       

認定名（単位取得）：救急認定薬剤師 

③ アメリカ心臓協会（AHA）ACLS プロバイダーコース（中島瑠南） 

（会場：島根大学医学部附属病院） 

会期：2022 年 6 月 25 日・26 日 の 2 日間 

認定名（資格取得）：AHA ACLS プロバイダー     

演題名・認証交付元等 日本臨床救急医学会 

アメリカ心臓協会（American Heart Association） 

取得日・認定期間等 日本臨床救急医学会 救急認定薬剤師（狩野園子） 

認定日：2019 年 1 月 25 日 

認定期間：2020 年 1 月 1 日～2024 年 12 月 31 日 

アメリカ心臓協会 ACLS プロバイダー（中島瑠南） 

認定日：2022 年 6 月 24 日 

認定期間：2022 年 6 月 24 日～2024 年 6 月 24 日 

診療報酬加算の有・無 □加算有（                ） ■加算無 

目的及び方法、成果の内容 

① 目  的 

救急・集中治療領域では、重症かつ緊急性の高い患者に対して薬物治療を行うため、薬物に関連し

た様々な問題が生じやすい。2016 年度の診療報酬改定では急性期病棟における病棟薬剤業務実施加算

2 が新設され、薬剤師が果たすべき役割も年々増大している。薬剤師の同領域における認定制度は日本

臨床救急医学会 救急専門・認定薬剤師であるが、当院には同認定薬剤師が 1 名のみ在籍している。 

そこで、必須研修会に参加して同認定薬剤師の更新や新規取得を図り、当院における急性期医療の

質向上に寄与することを目的とした。 

② 方  法 

資格の更新や新規取得に必須の単位を取得するために下記の①②について Web 参加し、③について

は現地参加した。 

①第 25 回日本臨床救急医学会学術集会への参加： 狩野園子（資格更新），中島瑠南（新規取得） 
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②2022 年度救急認定薬剤師講習会： 狩野園子（資格更新），中島瑠南（新規取得） 

③アメリカ心臓外科学会 AHA ACLS プロバイダーコース： 中島瑠南（初回受講） 

③ 成  果 

研修に参加したことで、救急認定薬剤師の更新や新規取得に必須の単位を取得した。併せて、急性

期の医療や薬物療法に関する専門的知識や技能の維持や向上につながった。得られた知識や最新情報

は薬剤部内の教育研修会においても共有し、急性期医療における薬剤師全体のスキルアップを図った。 

今後も日本臨床救急医学会への参加や救急認定薬剤師講習会の受講等による必須単位の取得を継続

し、救急認定薬剤師の更新や新規取得を目指すことで、当院の急性期医療の質向上に寄与していく。 


